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パートナーとは…

女性と男性が共に明るい
地域社会を築き上げようと
いう意味と、市民の皆さん
と市が共に手をたずさえて
いこうという願いが込めら
れています。

あなたの近くにある　　　　　　　 に
気が付いていますか。

特集

パワーハラスメント防止対策等ハラスメント対策の強化を盛り込んだ「女性の職業生活におけ
る活躍の推進に関する法律等の一部を改正する法律」が成立し、パワーハラスメント防止のた
め、相談体制の整備等の雇用管理上必要な措置を講じることを事業主に義務付けられるなど、
「ハラスメント」を取巻く状況に大きな変化がありました。（中小企業は、令和４年３月３１日
までの間は努力義務）
今回、パートナーでは、職場での「ハラスメント」について焦点を当ててみました。

特集　あなたの近くにある「ハラスメント」に気が付いていますか
特集　ハラスメントをチェックしてみよう
就職支援セミナー「経験を活かして再就職を乗り切ろう！」に参加しました

インフォメーション
令和２年度男女共同参画作品募集事業「ひとコマフレーズ」結果発表

○新しいＤＶ相談窓口が開設されました。
新型コロナウイルスの感染拡大を受け、全国的にDV相談が増えることが懸念されています。これを受けて内閣府で
は、新たに「DV相談＋（プラス）」を開始しました。電話・メールで24時間相談を受けつけていて、他に、チャット、外国人
相談者向けの相談を行っています。配偶者やパートナーから受けている様々な暴力（DV）について、専門の相談員が
一緒に考えます。「これってDVかな？」「暴力を振るわれている」「今すぐパートナーから逃げたいけどどうしたらいい
の？」「自分だけでなく子どもたちのことも心配」など、どんなご相談もお気軽にご連絡ください。
○「ＤＶ相談＋（プラス）」のご案内
　電話番号（24時間対応）　0120-279-889（つなぐ　はやく）
　詳細は、内閣府「ＤＶ相談＋（プラス）」（https://soudanplus.jp/）

●女性活躍データ
　男女共同参画の進み具合を示す指標に審議会等の女性登用率と地方公共団体の女性管理職の割合があります。
蕨市では令和５年度までに４０％とすることを目標としています。

ご　相　談　く　だ　さ　い　！

ＤＶ相談
　配偶者等からの暴力（DV）に関する相談に応じるほか、
被害者の自立や支援に必要な情報の提供や関係機関との
連絡調整、援助等を行います。予約は不要です。
　DVは殴る蹴るといった身体的な暴力だけではありませ
ん。精神的暴力・性的暴力・経済的暴力などがあります。

「おかしいな」と感じたら、まずは相談してみませんか？

【蕨市配偶者暴力相談支援センター】
　（蕨市市民生活部市民活動推進室）
　　℡048-433-7745
　　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）８:30～17:15
　　※火・水・木（祝日・年末年始を除く）９：00～17：00は、
　　　女性相談員が対応します。

女性の心と生き方相談
女性フェミニストカウンセラーがあなたの心の整理をお手伝
いしながら、一緒に解決の糸口を探していきます。
予約制ですので事前にご連絡ください。

●家族・子育て・介護のこと ●自分自身のこと
●仕事のこと　　　　　  ●近隣との関係のこと
●性のこと、身体のこと  ●その他どんなことでも
相談日：第１・３・４金曜日
時　間：午後１時１５分～４時０５分
相談時間：１人５０分
※相談は無料です。※秘密は厳守いたします。
※相談は面談または電話で応じます。
予約・お問合せ　市民活動推進室　℡048-433-7745

パートナー第 56号
　　　　　　　　　　　　（2021 年 3 月 1 日発行）
企画編集　パートナー編集委員会
　　　　　（蕨市市民生活部市民活動推進室）
編集委員　加藤光男　杉山節子　土肥仁美　南雲さえ子
〒335-8501 蕨市中央 5-14-15 電話 048-433-7745（直通）
Ｅメール　siminsit@city.warabi.saitama.jp

編集後記
杉山：家庭内のハラスメント「モラルハラスメント（モラハラ）」も

よく耳にしますよね。
南雲：私自身、色々と考えさせられる内容でとても勉強になりました
加藤：コロナ禍においてみんなが心のゆとりが持てなくなったり、ス

トレスが溜まることもあると思います。
　　　自分だけではないと思います。だからこそ身近な人には優しく

接してあげることが必要な時ではないでしょうか？
土肥：なるほど！「嫌そうじゃないから？いや、そうじゃないから。」

厚生労働省キャッチコピーより

「ハラスメント」「ハラスメント」

「パワーハラスメント」「パワーハラスメント」

「セクシュアルハラスメント」「セクシュアルハラスメント」
「マタニティーハラスメント」「マタニティーハラスメント」

P2-P4
P5
P6

P8
P7

Contents

審議会の女性委員の登用状況
※ここでいう審議会とは、地方自治法（第202の3）に基づ
き、法令・条例で設置されている審議会（付属機関）を指し
ます。

地方公共団体の管理職に占める女性の割合
※ここでいう管理職とは本庁の課長及びこれに相当する職
以上です。

インフォメーション

「パワーハラスメント」「パワーハラスメント」

「セクシュアルハラスメント」「セクシュアルハラスメント」
「マタニティーハラスメント」「マタニティーハラスメント」

「ＤＶ相談＋（プラス）」をご利用ください。

「ハラスメント」「ハラスメント」

「ＤＶ相談＋（プラス）」をご利用ください。

誰にも話せなかった悩み・・・思い切って話してみませんか？思い当たることはありませんか？ひとりで悩まないで!!!
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　　テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
も
よ
く
目
に

す
る
機
会
も
多
く
、
裁
判
で
争
わ
れ
る

な
ど
職
場
や
学
校
、
家
庭
な
ど
で
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」。

　今
回
の
特
集
で
は
、
職
場
に
お
け
る

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」、「
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
そ
し
て
、「
マ
タ

ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
労

働
者
の
約
32
％
が
、
過
去
３
年
間
に
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
受
け
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
う
ち
、
約
40
％
が
、
何
も

し
な
か
っ
た
と
の
結
果
が
出
て
お
り
、

被
害
者
が
周
り
に
相
談
が
で
き
な
か
っ

た
現
状
が
う
か
が
え
ま
す
。

　パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
状
況
は

様
々
で
す
が
、
代
表
的
な
言
動
と
し
て
、

殴
る
蹴
る
な
ど
の
「
身
体
的
な
暴
力
」、

人
格
を
否
定
す
る
よ
う
な
「
精
神
的
な

攻
撃
」、
職
場
で
孤
立
さ
せ
ら
れ
る
な
ど

の
「
人
間
関
係
か
ら
の
切
り
離
し
」、
到

底
対
応
が
で
き
な
い
業
務
量
を
要
求
す

る
な
ど
の
「
過
大
な
要
求
」、
能
力
と
経

験
か
ら
か
け
離
れ
た
、
程
度
の
低
い
仕

事
を
命
じ
る
な
ど
の
「
過
小
な
要
求
」、

そ
し
て
個
人
情
報
を
本
人
の
許
可
な
く

他
人
に
伝
え
る
な
ど
の
「
個
の
侵
害
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　　同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
行
わ

れ
る
、「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
は
、

法
律
に
よ
り
、

①「
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
る
こ
と
」

②「
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」

③「
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
」

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
社
会
通
念
上
、
客
観
的
に
み

て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
で
行

わ
れ
る
適
正
な
業
務
指
示
や
指
導
な
ど

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　次
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
条
件
に
つ

い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①「
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
業
務
を
行
う

に
あ
た
り
、
行
為
者
が
労
働
者
に
行

う
行
為
が
抵
抗
や
拒
絶
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
蓋
然
性
が
高
い
関
係
を

背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
指
し

て
い
ま
す
。

②「
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
社

会
通
念
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
該
当

す
る
行
為
が
明
ら
か
に
業
務
上
必
要

の
な
い
、
ま
た
は
態
様
が
相
当
で
な

い
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。

③「
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、行
為
に
よ
っ

て
、
労
働
者
が
身
体
的
・
精
神
的
に

苦
痛
を
与
え
ら
れ
、
職
場
内
の
環
境

が
不
快
と
な
っ
た
た
め
に
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
に
、
重
大
な
影
響
が
出

る
な
ど
労
働
者
が
働
く
う
え
で
看
過

で
き
な
い
程
度
の
支
障
が
生
じ
る
こ

と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
と
て
も

身
近
な
問
題
で
あ
り
、
心
身
の
健
康
を

害
し
休
職
や
、
職
場
環
境
の
悪
化
を
も

た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
モ
ラ
ル

低
下
や
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
に
よ
る
、
採

用
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　あ
な
た
の
職
場
で
も
、
こ
の
よ
う
な

問
題
が
起
こ
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「職
場
」
に
お
い
て
、
働
い
て
い
る
者

の
意
思
に
反
し
て
行
わ
れ
る
「
性
的
な

言
動
」
に
よ
り
、
当
事
者
の
労
働
条
件

つ
い
て
、
解
雇
や
降
格
、
減
給
な
ど
の

不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
や
（
対
価
型
）、

職
場
で
働
く
こ
と
に
悪
影
響
が
生
じ
、

労
働
環
境
が
害
さ
れ
る
（
環
境
型
）
こ

と
言
い
ま
す
。

　セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対

象
と
な
る
「
職
場
」
と
は
、
会
社
の
な

か
だ
け
に
限
定
を
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
出
張
先
や
実
質
的
に
職
務
の
延
長

だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
宴
会
な
ど
も

含
み
ま
す
。
ま
た
、
正
社
員
だ
け
で
は

な
く
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
労
働
者
な
ど
、
働
く
雇
用

形
態
や
労
働
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
全
て

の
労
働
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
都
道
府
県
労
働
局
で
受
け
た

相
談
（
令
和
元
年
度
実
績
）
で
は
、
７
，

３
２
３
件
も
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「性
的
な
言
動
」
と
は
、
食
事
や
デ
ー

ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
や
、
冗
談
や
話
の

な
か
で
、
性
的
な
こ
と
に
触
れ
る
こ
と

な
ど
の
発
言
、
必
要
な
く
体
に
触
わ
る

こ
と
、
性
的
な
関
係
を
強
要
す
る
な
ど

の
行
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　な
お
、「
性
的
な
言
動
」
を
行
う
者
と

し
て
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
事
業
主
、

上
司
、
同
僚
、
取
引
先
、
顧
客
、
患
者
、

学
校
に
お
け
る
生
徒
な
ど
も
な
り
得
ま

す
。
ま
た
、
異
性
に
対
す
る
も
の
だ
け

で
な
く
、同
性
に
対
す
る「
性
的
な
言
動
」

も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　「男
ら
し
い
」「
女
ら
し
い
」
な
ど
の

性
別
役
割
分
担
意
識
（
男
性
は
外
で
働

き
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と

い
っ
た
性
別
に
よ
る
役
割
意
識
）
に
基

づ
い
た
言
動
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
原
因
や
背
景
と
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　日
頃
か
ら
、
職
場
や
学
校
、
地
域
な

ど
で
の
自
分
自
身
の
言
動
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
周
り
の
人
へ
の
配
慮
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
あ
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に

気
が
付
い
て
い
ま
す
か
。

特 集

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、相
手
に
対
し
て
行
わ
れ
る
「
嫌
が
ら
せ
」
で
あ
り
、

被
害
を
受
け
た
方
は
、心
身
の
不
調
な
ど
の
影
響
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
知
り
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
声
を
あ
げ
、
み
ん
な
が

働
き
や
す
い
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
な
い
職
場
環
境
を
整
え
た
い
で
す
ね
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

　
　
　
　  

知
ろ
う
」

職
場
に
お
け
る

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
は
？

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
条
件

職
場
に
お
け
る

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
？

性
的
な
言
動
に

注
意
を

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

起
こ
り
や
す
い

職
場
で

見
ら
れ
る
こ
と
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験
か
ら
か
け
離
れ
た
、
程
度
の
低
い
仕

事
を
命
じ
る
な
ど
の
「
過
小
な
要
求
」、

そ
し
て
個
人
情
報
を
本
人
の
許
可
な
く

他
人
に
伝
え
る
な
ど
の
「
個
の
侵
害
」

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　　同
じ
職
場
で
働
く
者
に
対
し
て
行
わ

れ
る
、「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
は
、

法
律
に
よ
り
、

①「
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
る
こ
と
」

②「
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」

③「
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
」

の
す
べ
て
の
条
件
を
満
た
す
も
の
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。

　な
お
、
社
会
通
念
上
、
客
観
的
に
み

て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
で
行

わ
れ
る
適
正
な
業
務
指
示
や
指
導
な
ど

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　次
に
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
条
件
に
つ

い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

①「
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動

で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
業
務
を
行
う

に
あ
た
り
、
行
為
者
が
労
働
者
に
行

う
行
為
が
抵
抗
や
拒
絶
を
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
蓋
然
性
が
高
い
関
係
を

背
景
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
を
指
し

て
い
ま
す
。

②「
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲
を
超

え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、
社

会
通
念
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
該
当

す
る
行
為
が
明
ら
か
に
業
務
上
必
要

の
な
い
、
ま
た
は
態
様
が
相
当
で
な

い
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。

③「
労
働
者
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
こ
と
」
と
は
、行
為
に
よ
っ

て
、
労
働
者
が
身
体
的
・
精
神
的
に

苦
痛
を
与
え
ら
れ
、
職
場
内
の
環
境

が
不
快
と
な
っ
た
た
め
に
能
力
を
発

揮
す
る
こ
と
に
、
重
大
な
影
響
が
出

る
な
ど
労
働
者
が
働
く
う
え
で
看
過

で
き
な
い
程
度
の
支
障
が
生
じ
る
こ

と
を
指
し
て
い
ま
す
。

　パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
と
て
も

身
近
な
問
題
で
あ
り
、
心
身
の
健
康
を

害
し
休
職
や
、
職
場
環
境
の
悪
化
を
も

た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
職
場
の
モ
ラ
ル

低
下
や
イ
メ
ー
ジ
の
悪
化
に
よ
る
、
採

用
へ
の
影
響
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　あ
な
た
の
職
場
で
も
、
こ
の
よ
う
な

問
題
が
起
こ
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「職
場
」
に
お
い
て
、
働
い
て
い
る
者

の
意
思
に
反
し
て
行
わ
れ
る
「
性
的
な

言
動
」
に
よ
り
、
当
事
者
の
労
働
条
件

つ
い
て
、
解
雇
や
降
格
、
減
給
な
ど
の

不
利
益
が
生
じ
る
こ
と
や
（
対
価
型
）、

職
場
で
働
く
こ
と
に
悪
影
響
が
生
じ
、

労
働
環
境
が
害
さ
れ
る
（
環
境
型
）
こ

と
言
い
ま
す
。

　セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
対

象
と
な
る
「
職
場
」
と
は
、
会
社
の
な

か
だ
け
に
限
定
を
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
出
張
先
や
実
質
的
に
職
務
の
延
長

だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
宴
会
な
ど
も

含
み
ま
す
。
ま
た
、
正
社
員
だ
け
で
は

な
く
、
派
遣
社
員
、
契
約
社
員
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
の
労
働
者
な
ど
、
働
く
雇
用

形
態
や
労
働
時
間
に
か
か
わ
ら
ず
全
て

の
労
働
者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　な
お
、
都
道
府
県
労
働
局
で
受
け
た

相
談
（
令
和
元
年
度
実
績
）
で
は
、
７
，

３
２
３
件
も
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　「性
的
な
言
動
」
と
は
、
食
事
や
デ
ー

ト
へ
の
執
拗
な
誘
い
や
、
冗
談
や
話
の

な
か
で
、
性
的
な
こ
と
に
触
れ
る
こ
と

な
ど
の
発
言
、
必
要
な
く
体
に
触
わ
る

こ
と
、
性
的
な
関
係
を
強
要
す
る
な
ど

の
行
動
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　な
お
、「
性
的
な
言
動
」
を
行
う
者
と

し
て
、
性
別
に
関
わ
ら
ず
、
事
業
主
、

上
司
、
同
僚
、
取
引
先
、
顧
客
、
患
者
、

学
校
に
お
け
る
生
徒
な
ど
も
な
り
得
ま

す
。
ま
た
、
異
性
に
対
す
る
も
の
だ
け

で
な
く
、同
性
に
対
す
る「
性
的
な
言
動
」

も
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な

り
ま
す
。

　「男
ら
し
い
」「
女
ら
し
い
」
な
ど
の

性
別
役
割
分
担
意
識
（
男
性
は
外
で
働

き
女
性
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
と

い
っ
た
性
別
に
よ
る
役
割
意
識
）
に
基

づ
い
た
言
動
は
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
原
因
や
背
景
と
な
っ
て
し

ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　日
頃
か
ら
、
職
場
や
学
校
、
地
域
な

ど
で
の
自
分
自
身
の
言
動
に
注
意
す
る

と
と
も
に
、
周
り
の
人
へ
の
配
慮
も
必

要
と
な
り
ま
す
。

あ
な
た
の
近
く
に
あ
る
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に

気
が
付
い
て
い
ま
す
か
。

特 集

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
と
は
、相
手
に
対
し
て
行
わ
れ
る
「
嫌
が
ら
せ
」
で
あ
り
、

被
害
を
受
け
た
方
は
、心
身
の
不
調
な
ど
の
影
響
が
出
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
知
り
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
に
声
を
あ
げ
、
み
ん
な
が

働
き
や
す
い
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
の
な
い
職
場
環
境
を
整
え
た
い
で
す
ね
。

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

　
　
　
　  

知
ろ
う
」

職
場
に
お
け
る

「
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
」
と
は
？

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
の
条
件

職
場
に
お
け
る

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
？

性
的
な
言
動
に

注
意
を

セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

起
こ
り
や
す
い

職
場
で

見
ら
れ
る
こ
と
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　マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

妊
娠
や
出
産
、
育
児
休
業
や
時
短
勤
務

な
ど
の
異
な
る
働
き
方
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

だ
け
で
な
く
育
児
休
業
な
ど
を
申
請
・

取
得
し
た
男
性
に
対
す
る
、
パ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　職
場
に
お
い
て
、
行
わ
れ
る
、
上
司

や
同
僚
な
ど
か
ら
の
言
動
（「
妊
娠
や
出

産
し
た
こ
と
」「
育
児
休
業
」「
介
護
休
業
」

な
ど
の
利
用
に
関
し
て
の
言
動
）
に
よ

り
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
や
育
児
休
業

や
介
護
休
業
な
ど
を
取
得
し
よ
う
と
申

請
し
た
、
ま
た
は
取
得
し
た
こ
と
に
対

し
て
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　な
お
、
正
職
員
だ
け
で
な
く
、
契
約

社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
な
ど
も

雇
用
期
間
や
労
働
時
間
に
関
わ
ら
ず
含

ま
れ
ま
す
。

　妊
娠
・
出
産
を
し
た
こ
と
、
育
児
や

介
護
の
た
め
に
制
度
を
利
用
し
た
こ
と

な
ど
を
理
由
と
し
た
不
利
益
な
取
扱
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
妊
娠
し
た
こ
と

を
伝
え
た
ら
契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ

た
」、「
育
児
休
業
を
取
得
し
た
ら
降
格

さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど
は
、
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
の
法

律
に
違
反
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
労
働
者
に

対
し
て
、
業
務
上
の
必
要
性
に
よ
る
変

更
の
依
頼
や
相
談
な
ど
は
、
強
要
し
な

い
限
り
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
該
当

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
妊
婦
の
体
調
に
よ

る
業
務
量
の
削
減
や
業
務
内
容
の
見
直

し
を
相
談
す
る
こ
と
は
、
業
務
上
の
必

要
性
に
基
づ
く
も
の
と
な
る
の
で
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
職
場
で
防
止
す
る

に
は
、
働
い
て
い
る
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
言
動
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
せ
ば
、
誰
も
が
自

分
の
能
力
を
発
揮
で
き
、
い
き
い
き
と

働
け
る
職
場
づ
く
り
が
目
指
せ
る
で

し
ょ
う
。
法
律
の
改
正
に
よ
り
職
場
が

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
声

を
あ
げ
ら
れ
る
環
境
が
整
う
と
い
い
で

す
ね
。
次
ペ
ー
ジ
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
の
考
え
や
言
動
を
振
り
か
え
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

埼玉労働局では、パワーハラスメントやセクシュアルハラスメントなど、職場で
おこるハラスメントに悩んでいる方の相談を受け付けております。悩まれている
方は、ご利用されてみてはいかがでしょうか。
　≪パワーハラスメント≫に関する問い合わせ
　　問い合わせ先　埼玉労働局　電話 048-600-6262
　≪セクシュアルハラスメント≫
　≪妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント≫
　≪企業のハラスメント防止対策≫
　　問い合わせ先　埼玉労働局　電話 048-600-6210

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

な
く
す
た
め
に
は

不
利
益
な
取
扱

は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

職
場
に
お
け
る

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
？

職
場
に
お
け
る

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
？

≪パワーハラスメント・チェックシート≫
・人格を否定するような叱りかたをしていませんか。
・執拗に資料の書き直しを命じていませんか。
・みんなの前で部下を叱責していませんか。
・部下の意見に対して、意に沿うまで怒鳴っていませんか。
・部下にものを投げつけたり、部下の前で資料を机に叩きつけたりしていませんか。
・部下にミスを転嫁していませんか。
・部下にとって無理な仕事を指示していませんか。
・週休日に出勤することを強要していませんか。
・部下の役職に合わない業務を与えていませんか。

≪セクシュアルハラスメント・チェックシート≫
・あまりセクハラにこだわり過ぎると、職場の雰囲気が悪くなると思う。 
・職場の宴会などで場が盛り上がるのであれば、性的な話題を取り上げても構わない
と思う。 

・昼休みにヌード雑誌を見るのは、職場であっても休憩時間なのだから個人の自由だと
思う。 

・仕事の内容によっては、対外交渉は男性向き、総務系統は女性向きというように、
性別による適性があると思う。 

・女性職員には、職場での化粧や服装に十分気をつかってほしいと思う。 
・男性職員が育児のために頻繁に年休をとるのは、あまり好ましくないと思う。 
・セクハラについて相談にきた女性職員がいたので、職場の雰囲気が悪くなるので、
あまり事を荒立てない方がいいよとアドバイスした。 

・男性で酒に弱い部下がいたので、仕事上必要なこともあり、積極的に飲みに誘って
いる。

参照：人事院ホームページ「これってセクシュアル・ハラスメント？～意識度チェック～」
より

上記のような、考えや行動をすると「ハラスメント」に該当する可能性があります。　
自分の言葉や行動を十分に自覚しましょう。

ハラスメントを
　　セルフチェックしてみよう

「ハラスメント」は無自覚に行われることもあります。セルフチェックで自分の行動や
言葉は、「ハラスメント」ではないかを振り返ってみましょう。

ご相談ください
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　マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
、

妊
娠
や
出
産
、
育
児
休
業
や
時
短
勤
務

な
ど
の
異
な
る
働
き
方
に
対
す
る
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
女
性

だ
け
で
な
く
育
児
休
業
な
ど
を
申
請
・

取
得
し
た
男
性
に
対
す
る
、
パ
タ
ニ

テ
ィ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。

　職
場
に
お
い
て
、
行
わ
れ
る
、
上
司

や
同
僚
な
ど
か
ら
の
言
動
（「
妊
娠
や
出

産
し
た
こ
と
」「
育
児
休
業
」「
介
護
休
業
」

な
ど
の
利
用
に
関
し
て
の
言
動
）
に
よ

り
妊
娠
・
出
産
し
た
こ
と
や
育
児
休
業

や
介
護
休
業
な
ど
を
取
得
し
よ
う
と
申

請
し
た
、
ま
た
は
取
得
し
た
こ
と
に
対

し
て
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

　な
お
、
正
職
員
だ
け
で
な
く
、
契
約

社
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
な
ど
も

雇
用
期
間
や
労
働
時
間
に
関
わ
ら
ず
含

ま
れ
ま
す
。

　妊
娠
・
出
産
を
し
た
こ
と
、
育
児
や

介
護
の
た
め
に
制
度
を
利
用
し
た
こ
と

な
ど
を
理
由
と
し
た
不
利
益
な
取
扱
は
、

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
妊
娠
し
た
こ
と

を
伝
え
た
ら
契
約
が
更
新
さ
れ
な
か
っ

た
」、「
育
児
休
業
を
取
得
し
た
ら
降
格

さ
せ
ら
れ
た
」
な
ど
は
、
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
育
児
・
介
護
休
業
法
な
ど
の
法

律
に
違
反
す
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　制
度
の
利
用
を
希
望
す
る
労
働
者
に

対
し
て
、
業
務
上
の
必
要
性
に
よ
る
変

更
の
依
頼
や
相
談
な
ど
は
、
強
要
し
な

い
限
り
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
該
当

し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
妊
婦
の
体
調
に
よ

る
業
務
量
の
削
減
や
業
務
内
容
の
見
直

し
を
相
談
す
る
こ
と
は
、
業
務
上
の
必

要
性
に
基
づ
く
も
の
と
な
る
の
で
、
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

　ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
職
場
で
防
止
す
る

に
は
、
働
い
て
い
る
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
言
動
に
注
意
す
る
こ
と
で
す
。
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
せ
ば
、
誰
も
が
自

分
の
能
力
を
発
揮
で
き
、
い
き
い
き
と

働
け
る
職
場
づ
く
り
が
目
指
せ
る
で

し
ょ
う
。
法
律
の
改
正
に
よ
り
職
場
が

相
談
窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
の
対
策
を

講
じ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
対
し
て
、
声

を
あ
げ
ら
れ
る
環
境
が
整
う
と
い
い
で

す
ね
。
次
ペ
ー
ジ
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
が
あ
り
ま
す
の
で
、

自
分
の
考
え
や
言
動
を
振
り
か
え
っ
て

み
ま
し
ょ
う
。

埼玉労働局では、パワーハラスメントやセクシュアルハラスメントなど、職場で
おこるハラスメントに悩んでいる方の相談を受け付けております。悩まれている
方は、ご利用されてみてはいかがでしょうか。
　≪パワーハラスメント≫に関する問い合わせ
　　問い合わせ先　埼玉労働局　電話 048-600-6262
　≪セクシュアルハラスメント≫
　≪妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント≫
　≪企業のハラスメント防止対策≫
　　問い合わせ先　埼玉労働局　電話 048-600-6210

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を

な
く
す
た
め
に
は

不
利
益
な
取
扱

は
禁
止
さ
れ
て

い
ま
す

職
場
に
お
け
る

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
？

職
場
に
お
け
る

「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

と
は
？

≪パワーハラスメント・チェックシート≫
・人格を否定するような叱りかたをしていませんか。
・執拗に資料の書き直しを命じていませんか。
・みんなの前で部下を叱責していませんか。
・部下の意見に対して、意に沿うまで怒鳴っていませんか。
・部下にものを投げつけたり、部下の前で資料を机に叩きつけたりしていませんか。
・部下にミスを転嫁していませんか。
・部下にとって無理な仕事を指示していませんか。
・週休日に出勤することを強要していませんか。
・部下の役職に合わない業務を与えていませんか。

≪セクシュアルハラスメント・チェックシート≫
・あまりセクハラにこだわり過ぎると、職場の雰囲気が悪くなると思う。 
・職場の宴会などで場が盛り上がるのであれば、性的な話題を取り上げても構わない
と思う。 

・昼休みにヌード雑誌を見るのは、職場であっても休憩時間なのだから個人の自由だと
思う。 

・仕事の内容によっては、対外交渉は男性向き、総務系統は女性向きというように、
性別による適性があると思う。 

・女性職員には、職場での化粧や服装に十分気をつかってほしいと思う。 
・男性職員が育児のために頻繁に年休をとるのは、あまり好ましくないと思う。 
・セクハラについて相談にきた女性職員がいたので、職場の雰囲気が悪くなるので、
あまり事を荒立てない方がいいよとアドバイスした。 

・男性で酒に弱い部下がいたので、仕事上必要なこともあり、積極的に飲みに誘って
いる。

参照：人事院ホームページ「これってセクシュアル・ハラスメント？～意識度チェック～」
より

上記のような、考えや行動をすると「ハラスメント」に該当する可能性があります。　
自分の言葉や行動を十分に自覚しましょう。

ハラスメントを
　　セルフチェックしてみよう

「ハラスメント」は無自覚に行われることもあります。セルフチェックで自分の行動や
言葉は、「ハラスメント」ではないかを振り返ってみましょう。

ご相談ください
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ま
た
、
仕
事
を
探
す
視
点
と
し
て
、「
興
味
・

能
力
・
価
値
観
」
の
三
つ
の
優
先
順
位
を

つ
け
て
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
の
こ
と
で
、
自
分
の
生
活
環
境
も

含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
心
構
え
を
知
っ
た
次
は
、
就
活
で
ア
ピ
ー

ル
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
絞
り
込
む
の
に
必
要
な

「
自
分
の
強
み
」
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ

て
書
き
出
し
ま
す
。
つ
ま
り
自
分
を
棚
卸
し

す
る
作
業
で
す
。
こ
れ
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
は
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
一
緒
に
取
り
組

む
も
の
で
、「
自
分
の
強
み
」
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
で
、
自
分
が
見
え
て
き
て
、
新
た
な

発
見
に
つ
な
が
る
と
い
い
ま
す
。最
後
に「
冷

静
さ
」「
誠
実
さ
」「
思
い
や
り
」
な
ど
の
言

葉
が
書
か
れ
た
30
個
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
か

ら
３
つ
選
び
、
自
分
の
得
意
な
こ
と
を
書
き

出
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
体
験
し
た
だ
け
で

も
、
自
分
に
は
ま
だ
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
40
歳
と
い
う
の
は
女
性
に
と
っ
て
節
目

の
歳
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
子
供
の
教
育

費
に
お
金
が
か
か
る
時
期
で
も
あ
り
、
ま

た
、
子
供
の
手
が
離
れ
て
自
分
の
時
間
と

し
て
仕
事
を
探
す
と
い
う
人
も
い
る
で

し
ょ
う
。
最
近
で
は
シ
ン
グ
ル
に
な
る
の

で
と
い
う
人
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
パ
ー
ト
か
ら
正
社
員
に
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
た
い
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
現

在
こ
の
年
代
の
人
た
ち
は
就
職
氷
河
期
世

代
で
、
就
活
に
苦
い
思
い
出
の
あ
る
人
た

ち
が
た
く
さ
ん
い
る
の
も
特
徴
で
す
。

「
40
歳
以
上
」
の
講
座
は
こ
れ
ら
の
理
由

か
ら
も
、と
て
も
人
気
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
一
人
で
ブ
ラ
ン
ク
後
の
就
活
を
始
め
る

の
は
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
。
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
す
る
と
単
に
職
探

し
だ
け
で
な
く
、
成
功
す
る
就
活
に
向
け

て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
、成
長
し
、

自
信
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
先
の
人
生
を
自
分
で
設
計
し
て
い
く

勇
気
が
湧
い
て
き
ま
す
。女
性
に
限
定
し
、

無
料
で
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
出

か
け
て
い
く
の
が
難
し
い
人
に
は
ス
カ
イ

プ
の
利
用
も
あ
り
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
10
月
29
日
、
蕨
市
で
開
催
し
た
40
代
以

上
限
定
「
経
験
を
活
か
し
て
再
就
職
を
乗

り
切
ろ
う
！
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
就

職
サ
ポ
ー
ト
県
内
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
メ

ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
し
た

が
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者
が
熱
心
に

受
講
し
ま
し
た
。
講
師
は
女
性
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で

す
。
本
来
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
参
加
者

同
士
気
持
ち
を
共
有
し
て
す
す
め
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
が
、
今
回
は
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
埋
め
な
が
ら
の
受
講
と
な
り
ま
し
た

が
、
と
て
も
興
味
深
い
体
験
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
講
師
に
よ
る
と
40
歳
以
上
の
再
就
職
に

は
経
験
や
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
ま
す
。ま
た
、

知
識
や
先
読
み
し
て
動
け
る
か
ど
う
か
な

ど
即
戦
力
と
し
て
の
能
力
も
問
わ
れ
る
の

で
、
や
は
り
気
持
ち
が
引
き
締
ま
り
ま
す
。 

40
代
以
上
限
定
で
、

仕
事
を
探
す
ポ
イ
ン
ト

充
実
し
た
人
生
の
た
め
に

時
間
を
か
け
て
生
活
を

デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く

自
分
を
棚
卸
し
す
る
作
業
か
ら

〜
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
体
験

再
就
職
の
就
活
サ
ポ
ー
ト
を
体
験
し
ま
し
た
！

　身近な生活の中から、男女共同参画の理解と関心を深めることや家庭での男女共同参画を促進す
ることを目的として、日常のひとコマのイラストに、男女共同参画に関してのフレーズを入れてご
応募いただく、「ひとコマフレーズ」を開催し、58名の方から111作品のご応募いただきました。
　たくさんのご応募ありがとうございました。

「ひとコマフレーズ」結果発表令和２年度男女共同参画作品募集事業「ひとコマフレーズ」結果発表令和２年度男女共同参画作品募集事業

「ひとコマフレーズ」受賞作品「ひとコマフレーズ」受賞作品

（パパ） 今日は僕の当番なので、 カレーを作ります！ママは休んでて。
（ママ） ありがとう！でも全部は大変だし、 手伝うよ。

（パパ） この男子トイレにもおむつ交換台が設置されたんだ。
（息子） お散歩うれしい。

(パパ） 今日はお休みだからみんなででかけよう！
(ママ） 何か美味しいものが食べたいなぁ。
(息子） 僕はパパとママが一緒ならどこでも良いよ！

（ママ） パパがやる気になってくれた。 嬉しいな。
（パパ） 料理ってこんなに大変だったんだ。 毎日、 ありがとう。

（娘） 今度は私が読み聞かせてあげる。
（パパ） 楽しみだなぁ～。

（ママ） 今日はみんなでお散歩ね。
（息子） パパとママと一緒うれしいな。
（パパ） いつまで手をつないでくれるかな。

優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞

セカンドリーグ
埼玉賞

セカンドリーグ
埼玉賞

蕨市観光
協会賞
蕨市観光
協会賞

関東図書
株式会社賞
関東図書
株式会社賞

最優秀賞最優秀賞
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（パパ） 今日は僕の当番なので、 カレーを作ります！ママは休んでて。
（ママ） ありがとう！でも全部は大変だし、 手伝うよ。

（パパ） この男子トイレにもおむつ交換台が設置されたんだ。
（息子） お散歩うれしい。

(パパ） 今日はお休みだからみんなででかけよう！
(ママ） 何か美味しいものが食べたいなぁ。
(息子） 僕はパパとママが一緒ならどこでも良いよ！

（ママ） パパがやる気になってくれた。 嬉しいな。
（パパ） 料理ってこんなに大変だったんだ。 毎日、 ありがとう。

（娘） 今度は私が読み聞かせてあげる。
（パパ） 楽しみだなぁ～。

（ママ） 今日はみんなでお散歩ね。
（息子） パパとママと一緒うれしいな。
（パパ） いつまで手をつないでくれるかな。

優秀賞優秀賞

優秀賞優秀賞

セカンドリーグ
埼玉賞

セカンドリーグ
埼玉賞

蕨市観光
協会賞
蕨市観光
協会賞

関東図書
株式会社賞
関東図書
株式会社賞

最優秀賞最優秀賞
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パートナーとは…

女性と男性が共に明るい
地域社会を築き上げようと
いう意味と、市民の皆さん
と市が共に手をたずさえて
いこうという願いが込めら
れています。

あなたの近くにある　　　　　　　 に
気が付いていますか。

特集

パワーハラスメント防止対策等ハラスメント対策の強化を盛り込んだ「女性の職業生活におけ
る活躍の推進に関する法律等の一部を改正する法律」が成立し、パワーハラスメント防止のた
め、相談体制の整備等の雇用管理上必要な措置を講じることを事業主に義務付けられるなど、
「ハラスメント」を取巻く状況に大きな変化がありました。（中小企業は、令和４年３月３１日
までの間は努力義務）
今回、パートナーでは、職場での「ハラスメント」について焦点を当ててみました。

特集　あなたの近くにある「ハラスメント」に気が付いていますか
特集　ハラスメントをチェックしてみよう
就職支援セミナー「経験を活かして再就職を乗り切ろう！」に参加しました

インフォメーション
令和２年度男女共同参画作品募集事業「ひとコマフレーズ」結果発表

○新しいＤＶ相談窓口が開設されました。
新型コロナウイルスの感染拡大を受け、全国的にDV相談が増えることが懸念されています。これを受けて内閣府で
は、新たに「DV相談＋（プラス）」を開始しました。電話・メールで24時間相談を受けつけていて、他に、チャット、外国人
相談者向けの相談を行っています。配偶者やパートナーから受けている様々な暴力（DV）について、専門の相談員が
一緒に考えます。「これってDVかな？」「暴力を振るわれている」「今すぐパートナーから逃げたいけどどうしたらいい
の？」「自分だけでなく子どもたちのことも心配」など、どんなご相談もお気軽にご連絡ください。
○「ＤＶ相談＋（プラス）」のご案内
　電話番号（24時間対応）　0120-279-889（つなぐ　はやく）
　詳細は、内閣府「ＤＶ相談＋（プラス）」（https://soudanplus.jp/）

●女性活躍データ
　男女共同参画の進み具合を示す指標に審議会等の女性登用率と地方公共団体の女性管理職の割合があります。
蕨市では令和５年度までに４０％とすることを目標としています。

ご　相　談　く　だ　さ　い　！

ＤＶ相談
　配偶者等からの暴力（DV）に関する相談に応じるほか、
被害者の自立や支援に必要な情報の提供や関係機関との
連絡調整、援助等を行います。予約は不要です。
　DVは殴る蹴るといった身体的な暴力だけではありませ
ん。精神的暴力・性的暴力・経済的暴力などがあります。

「おかしいな」と感じたら、まずは相談してみませんか？

【蕨市配偶者暴力相談支援センター】
　（蕨市市民生活部市民活動推進室）
　　℡048-433-7745
　　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）８:30～17:15
　　※火・水・木（祝日・年末年始を除く）９：00～17：00は、
　　　女性相談員が対応します。

女性の心と生き方相談
女性フェミニストカウンセラーがあなたの心の整理をお手伝
いしながら、一緒に解決の糸口を探していきます。
予約制ですので事前にご連絡ください。

●家族・子育て・介護のこと ●自分自身のこと
●仕事のこと　　　　　  ●近隣との関係のこと
●性のこと、身体のこと  ●その他どんなことでも
相談日：第１・３・４金曜日
時　間：午後１時１５分～４時０５分
相談時間：１人５０分
※相談は無料です。※秘密は厳守いたします。
※相談は面談または電話で応じます。
予約・お問合せ　市民活動推進室　℡048-433-7745

パートナー第 56号
　　　　　　　　　　　　（2021 年 3 月 1 日発行）
企画編集　パートナー編集委員会
　　　　　（蕨市市民生活部市民活動推進室）
編集委員　加藤光男　杉山節子　土肥仁美　南雲さえ子
〒335-8501 蕨市中央 5-14-15 電話 048-433-7745（直通）
Ｅメール　siminsit@city.warabi.saitama.jp

編集後記
杉山：家庭内のハラスメント「モラルハラスメント（モラハラ）」も

よく耳にしますよね。
南雲：私自身、色々と考えさせられる内容でとても勉強になりました
加藤：コロナ禍においてみんなが心のゆとりが持てなくなったり、ス

トレスが溜まることもあると思います。
　　　自分だけではないと思います。だからこそ身近な人には優しく

接してあげることが必要な時ではないでしょうか？
土肥：なるほど！「嫌そうじゃないから？いや、そうじゃないから。」

厚生労働省キャッチコピーより

「ハラスメント」「ハラスメント」

「パワーハラスメント」「パワーハラスメント」

「セクシュアルハラスメント」「セクシュアルハラスメント」
「マタニティーハラスメント」「マタニティーハラスメント」

P2-P4
P5
P6

P8
P7

Contents

審議会の女性委員の登用状況
※ここでいう審議会とは、地方自治法（第202の3）に基づ
き、法令・条例で設置されている審議会（付属機関）を指し
ます。

地方公共団体の管理職に占める女性の割合
※ここでいう管理職とは本庁の課長及びこれに相当する職
以上です。

インフォメーション

「パワーハラスメント」「パワーハラスメント」

「セクシュアルハラスメント」「セクシュアルハラスメント」
「マタニティーハラスメント」「マタニティーハラスメント」

「ＤＶ相談＋（プラス）」をご利用ください。

「ハラスメント」「ハラスメント」

「ＤＶ相談＋（プラス）」をご利用ください。

誰にも話せなかった悩み・・・思い切って話してみませんか？思い当たることはありませんか？ひとりで悩まないで!!!
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